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市民に支えられ、受け入れられた 
“誰でも先生・誰でも塾生”のスローガン 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

祝辞           上田市長 母袋 創一様 

平成 26 年度生涯楽習上田自由塾の開塾、誠におめでとう

ございます。10 年の節目を今回迎えられ、私も皆様に挨拶で

きること大変うれしく思います。当初この塾が、どのように進化・成長していくのか見つめておりまし

た。なによりもこの新しいシステムが講師の先生、塾生の皆さんに受け入れられたということだと思い

ます。“だれでも先生、だれでも塾生”というこのスローガンのもとに進められたことの意義が大きかっ

たと思います。生涯学習というと、教育委員会が管轄となっていますが、市長部局としても、学習を広く

とらえると、教育委員会だけに任せる状況にないと思っています。さまざまな会議を持ちながら、市長部

局としても支援をしていきたいと思います。 

生涯学習の基本構想の内容が充実していくことは、私どもの願いでもあります。多くの学びの成果を

発展させ、人と人とが結びつき、コミュニティとコミュニティがつながっていくという、“自立したい”

“いつまでも健康で豊かな人生”こういったものを創造して頂くための努力をしていきたいと思います。

本年 10 月、いよいよ交流文化芸術センターと市立美術館がオープンとなります。名称は公募の結果“サ

ントミューゼ”と決まりました。人づくり町づくりにも寄与する施設となるよう、挑戦していきたいと思

います。そのためには、多くの方にご利用頂きながら、サポーターとしてご登録頂いて、担って頂くこと

もあるかと思います。最後になりますが、生涯楽習上田自由塾のますますのご発展とみなさまのご健勝

を祈念いたしまて、祝辞とさせて頂きます。 

 

平成 26 年度 

第 10 回記念開塾式 

生 涯 楽 習     

 

 

 

 平成２６年７月 
第 11 号 

教える楽しさ、学ぶよろこび

平成 26 年 4 月 12 日に一つの節目として第 10 回記念開塾式が挙行されました。母袋市長はじめ草

創の時、ご尽力いただいた関係者のご参加をいただき、和やかに 10 年前をしのびながら開催されまし

た。また、10 年継続講師・受講生の表彰もあり、式典終了後は東急インにて祝宴が行われました。 
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日本一の生涯学習の街上田の実現を願う 
 

 
祝辞            宮下 省二様 

本日は第 10 回という記念の開塾式おめでとう

ございます。平成 12 年、中央公民館の公民館運

営審議会の会長

を、山口塾長ご就

任頂きました。あ

らゆる視点から

内容を変えてい

こうという思い

を、ご一緒に実現

していきたいと、

取り組んだのが最初の出会いです。まず公民館運

営審議会の改革をしようと、従来 1 時間の会議を

3 時間かけて審議するという取り組み、また小学

校や中学校へ外部指導者の派遣で、東小学校で外

部指導者 12 名が集められ、活動が始まりました。 

静岡県の清水市は、行政主導型の事業から、市

民主体の活動への転換ということで、生涯学習日

本一を掲げていました。この生涯学習の取り組み

について、母袋市長が一番ご理解がありました。

生涯学習の“学”を“楽”としたのも市長です。市

民主導型の事業というのは、言うのは容易いです

が、非常に困難でした。一つ一つ階段を上がりな

がら、塾生の数が 1000 人を超えたときは万歳を

しました。当時はＮｏ1 が静岡県清水市、Ｎｏ2 の

宇都宮が 2000 を超える塾生がいました。今は実

質的にはＮｏ2 となると思います。広く学びなが

ら、多くの方々と出会う中で、素晴らしい生き方

を見つけて頂き、3000 人を超える塾生が集まる

日本一の生涯学習の街上田を実現して頂ければと

思います。上田の地域の活性化がより進みますよ

う、祝辞とさせて頂きます。 

 

 

実行委員長 金井 善男 

平成 12 年以来社会

教育委員会及び教育委

員 会 相 互 の ご 提 案 の

中、平成 13 年 10 月 2

日に市民が組織する生

涯学習推進懇話会の設

置に対する提言がなさ

れ、平成 15 年 5 月 6

日教育委員会内に広く市民の意見を求め、総合的

かつ効果的な生涯学習の推進を図るために、自由

な意見交換、研究協議ができる会として、「生涯学

習推進懇話会」を設置することになり、平成 15 年

7 月 25 日に公募の皆さんと具体化に向け鋭意討

議を重ねてまいりました。 

ここに上田自由塾の産声を上げた瞬間でもあり

ました。そして平成 16 年 3 月母袋市長様、教育

委員会教育長様に「生涯学習システムの構築」と

題して提言し生涯学習の一つの新しい試みである

と高く評価され、生涯学習課と懇話会の委員と合

同会議で具体化に向けて討議し基本線が決まり、

平成 17 年 4 月 10 日第 1 回生涯楽習上田自由塾

の開塾式を迎えることになりました。 

ここに行政主導の生涯学習システムとは異なり、

市民参加の生涯学習システムを歩み始めたことに

誇りを覚えております。 

平成 18 年には「上田にこにこ健康塾」と合併し、

また新生上田市発足に先駆けて、丸子、武石、真田

の皆様にもご参加をいただき、現在は 3000 名余

のご賛同をいただいております。 

 

 

 

信濃毎日新聞社 論説主幹  丸山貢一様 

記念講演丸山様は講演の冒頭に「私は報道の仕

事が長く、論説の仕事は一

昨年の秋に松本の報道部

長から異動し、そこで初め

て関わり、1 年半の経験し

かありません。この間に自

分が書いたもの、同僚が書

いたもの、それから裏の楽

屋話も含めて、社説、斜面、

コラムがどういう風にし

て出来上がっていくか、お

話しすることで新聞の役

割をご理解いただければ

と思います」と語られプロジェクターと豊富な資

料を基に熱く語られました。（資料・テープおこし

の講演内容あります。） 

最後に司会の田中明子朗読講師は「丁寧に詳しく

ご解説いただきましてありがとうございました。

現場にいらっしゃる丸山様はじめ、皆様方は本当

に真摯に社会に向き合って、限られた紙面でどう

伝えるか、悩みながら報道しているということが

よくわかりました。それだけに読者は他人事でな

く、自分のこととして受け止めて、そして日々の

行動に生かしていくことが、大切なのではないか

と思いました。貴重なご講演ありがとうございま

した。」と締めくくられました。 

 

 

10 年の経過報告 

「新聞の役割コラムと社説の現場から」
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・菊地貴美子講師 「お菓子とパンの教室」 

・柳澤喜美子講師 「なぎなた教室」 

・山下美恵子講師 「深雪アートフラワー」 

・渡辺道子講師 「古典絵巻・絵本を読む」 

・依田行舟講師 「篆刻・刻字教室」 

・大谷妙子講師 「かご作り教室」 

・高藤袈裟幸講師 「たのしいフォークダンス」 

・中村まさ代講師 「手作りパンとスイーツ」 

・柳沢令子講師 「ヘタでいいヘタがいい絵手紙教室」 

（敬称略）

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

「深雪アートフラワー教室」 

・塩崎洋子 

・柴﨑佳子 

・若林とし子 

「篆刻・刻字講座」 

・倉沢悦子 

・長岡久子 

・長尾セツ子 ・荒井久美子「抹茶を楽しむ会」 

・池上一巳「ハーモニカで楽しく」 

・今井文子「抹茶を楽しむ会」 

・宇津江和子「毛筆による実用書教室」 

・片山邦江「初めてのかご作り」 

・北村登美子「健康長寿への元気食講座」 

・工藤紀子「森のコカリナ」 

・竹花千江子「初心者のためのフォークギター」

・武村美和子「はじめての手芸教室」 

・手塚雅子「はじめての手芸教室」 

・徳竹正子「ヘタでいいヘタがいい絵手紙教室」

・藤木正枝「ヘタでいいヘタがいい絵手紙教室」

・藤沢栄蔵「作曲家が教える男のカラオケ」 

・水沢祐子「ヘタでいいヘタがいい絵手紙教室」

・宮原千恵子「革工芸」 

「古典絵巻・絵本を読む」 

・梅島美枝子 

・川上てい子 

・鳥羽典子 

・西沢美知子 

・蓮池民子 

・宮下長子 

・横山洋子 

「たのしいフォークダンス」 

・伊奈しげよ 

・岡田喜久代 

・小林信子 

・小林由紀子 

・手塚貞子 

・宮本知子 

・若林しづ枝 

「なぎなた教室」 

・勝野律子 

・近藤町代 

・内藤八重 

・市村きよ 

「ヘタでいいヘタがいい絵手紙教室」

・甲田伊都子 

・中島洋子 

・中曽根幸子 

・西川美喜子 

・安川美代子 
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「一年ごとの評価を受け止めて」 

 古典絵巻・絵本を読む講師   渡辺道子 
只今は 10 年継続ということで、ご褒美を頂戴し

ましてありがとうございました。 
私は、古書を用いて、古典文学を読むというこ

とに興味をもってまいり

ました。古書の存在によっ

て、古典文学は長い年月を

経て今日まで伝えられて

きた訳ですが、毛筆の手書

きですので、とても時間の

かかる面倒な読書です。そ

の分楽しさも格別です。 
このような古典の読み

方を他の方にもお伝えし

て、その楽しさを共有でき

たらいいなあとつねづね

思っておりました。そんな時、上田で新しい形の

生涯学習システムを立ち上げるとお聞きしました。

その新しい形というのは、「講師を公募して講師が

自らの講座を企画立案する」というものでした。

「自ら企画立案する」という画期的なシステムに、

さっそく講師募集に応募いたしました。その年は

「竹取物語」を読みました。その後は伊勢物語、西

行物語、平家物語などを読んでまいりました。 
もう一つ、上田自由塾の特徴は、一年単位とい

うことです。講座が一年経った時、次の年も続け

ると言っていただけることは、講座を評価してい

ただいた結果だと思います。嬉しくもあり、厳し

くもある一年に一回の評価です。その評価が次へ

のエネルギーとなるのです。一年目を評価してい

ただいて二年目が始まり、二年目を評価していた

だいて三年目が始まる。そのようにして今日 10 年

目を迎えることが出来ました。 
続けて受講してくださった方々、毎年新たに加

わってくださった方々、本当にありがとうござい

ました。厚く御礼申し上げ、今年の講座も面白か

ったと、言っていただけるよう頑張ってまいりま

す。本日はありがとうございました。 
 

「一歩踏み出す勇気と継続する力で！」 

なぎなた教室塾生 市村きよ様 
記念すべき式典の席に立たせていただけた事、

大変嬉しく光栄に思います。 
私は定年になりました時、自由になる時間が少

し出来ましたので、自由塾の講座から「なぎなた

教室」を選びました。 
なぎなたは見たこともやった事もありませんで

したが、日本の伝統文化の武道に少し興味があり

ましたので、挑戦してみることにしました。 
それから今日までの間、家族の介護、子供の事、家

の事、いろんな問題に直面し、何度も挫折しそう

になりました。でも講師の柳澤先生の「継続は力

よ」の言葉をずっと信じて、そして下は小学生か

ら、上は私たちまで、他の講座では見られない様

な年齢差が非常にある仲間から、時に励まされた

り、時々慰められたり、そして若い力をいっぱい

いただいて、今日まで頑張り続ける事が出来まし

た。これから、いろいろな方々がこの数ある講座

から自分のや

りたい講座を

選んで、一歩踏

み出す勇気と

継続する力で、

この先 10 年又

その次へと自

由塾が続いて

欲しいです。 
長野県は、昨年平均寿命が日本一になりました。

でも健康寿命はまだまだです。この自由塾で頭と

体を使って学習する事が、少しでも健康寿命を延

ばす事に役立ったら嬉しいです。これからますま

す高齢社会、私もその中の一人として、元気で色々

なことに挑戦していきたいです。 
 

 
 
 

10 年継続講師・塾生表彰  
自由塾の規約第４１条『本塾の講座を 10 年以上継続した講師並びに塾生に対し「上田自

由塾賞」および記念品を授与する』の規定により、継続講師 9 名、塾生 44 名の方々の表

彰を行いました。継続塾生には代表して若林とし子様に授与いたしました。 
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「市民の生涯学習の機会」を市民の手で
「学ぶことが生きがいならば、教えることにも生きがいがあるはず」と考え講師の公募制を考

えました。その結果色々な分野にわたる学習項目が提供され、市民の生涯学習の趣旨が生かさ

れ多くの市民の参加がありました。なんでも学べる魅力あるステージを講師の皆さんによっ

て築かれ講師公募の思想がマッチし市民の要求にこたえて共感を得た結果ではないでしょう

か。いつまでも学べる、どんなことでも学べる、「市民の生涯学習の機会」を塾では多様な選

択肢を用意して、魅力あるステージを今後も提供することに前向きに考えてまいります。 

学ぼうとする市民を 
排除することなく

幼児から高齢者まで、障がい者の方、外国

籍の方、リハビリを求める方々などすべて

の人を排除することなく受け入れる自由

塾であり続けてまいります。苦しくとも、

学ぼうとする市民を、また排除することな

くともに学び合ってまいります。 

学習を通じて街づくりに貢献を
自由塾では学習を通じて市民の生きがいを高

め、健全な街づくり、人づくりに貢献すること

であり、希望と理想に燃える素晴らしい街を築

くことを大切な理念として講師、塾生の皆さん

が取り組み成果を上げている事実があります。

より確かな実践をこれからも展開してまいり

ます。 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

式典もご協力いただき無事終了いたし、とこ

ろ変わり東急ホテルにて、草創のころ、朝令暮

改の議論を重ねた来賓各位と表彰講師、塾生、

現講師の皆様での祝賀会になりました。 

上田市教育委員会教育長小山壽一様、平成

16 年生涯学習推進懇話会会長の杉山博基様の

ご祝辞、続いて同じく懇話会の副会長松崎礼子

様の乾杯の音頭で、和やかな祝宴になりました。

 

祝賀会半ばにハプニング 

金井運営委員長より、10 年間自由塾の発展にご尽

力いただいた山口塾長に感謝状を、続いて 10 年継続

の講師の皆様よりケーキ、実行委員会からは花束の贈

呈がありました。思いがけない皆様のご厚意に対し、

山口塾長は感極まり声つまる一場面。感謝の挨拶があ

りました。 
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　 H26　5・11・提出　

月 日（曜日） 事業内容 会場・その他

12日　(土）  第10回記念開塾式　祝賀会  上田中央公民館

18日（金）  会計監査  事務局

　22日（火　）  運営委員会①  事務局

29日（火）～5/6日（火）  事務局休業

11日（日）  総会  上田中央公民館（第1会議室）

18日（日）  講師研修会  上田中央公民館(大会議室）

中　旬  夏季講座講師募集

初　旬  運営委員会②  事務局

15日（日）  幹事会  上田中央公民館(大会議室）

1日（火）  「自由塾だより」発行（第 11 号）

5日（土）  夏季講座受講生募集

26日（土）～8/11日（月）  夏季講座実施  各公共施設

初　旬  公開講座講師募集

9日（土）～17日（日）  事務局休業

19日（金）  公開講座受講生募集  上田中央公民館

中　旬  運営委員会③  事務局

下　旬  冬季講座講師募集  事務局

1日（水）  「自由塾だより」発行（第 12　号）

初旬　～　11月中旬  公開講座実施  各公共施設

中　旬  展示会実行委員会①  上田中央公民館

中　旬  会計監査  事務局

下　旬  分野別講師会  上田中央公民館

上　旬  運営委員会④  事務局

中　旬  成果発表実行委員会①  上田中央公民館

中　旬  冬季講座受講生募集（各講座開始１週間前締切）

22日（土）～12/23 日（火）  冬季講座実施  各公共施設

１日（月）～27.1/5 日（月）  27年度講師募集

中　旬  展示会実行委員会②  上田中央公民館

27日（土）～27.1/4日(日)  事務局休業

17日（土）～18日（日）  ふれあい展示会　1回目  「イオン」上田店　2F通路

24日（土）～25日（日）  ふれあい展示会　2回目  「イオン」上田店　2F通路

下　旬  運営委員会⑤  事務局

１日（日）  27年度応募講師説明会  中央公民館

〃  成果発表実行委員会②　※時刻をずらして行う 　　　　〃

16日（月）～3／6日（金）  27年度塾生募集

1日（日）  成果発表会  上田文化センター

9日（月）  運営委員会⑥  事務局

22日（日）  閉塾式  中央公民館（大会議室）

〃  27年度成立講師オリエンテーション（式に引き続き）  中央公民館（大会議室）

平成26年度「上田自由塾」事業計画　

26年
4

5

6

7

8

3

☆平成27年度 開塾式：　４月５日(日)　上田市文化センター
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氏　名

山口　忠久

遠藤　哲夫

 第１分野代表運営委員 笠井　　篤

 第２分野代表運営委員 五十嵐　知子

 第３分野代表運営委員 目黒　正子

 第４分野代表運営委員 金井　善男

深町　文子

藤松　則子

山崎　久生

赤地　真一

入谷　徳子

第1分野      副代表 花岡　民子

第2分野      副代表 小胎　紀子

第3分野      副代表 関　延子

第4分野      副代表 中嶋　研二

第1分野　代表 綿貫　富子

第2分野　代表 深町　文子

第3分野　代表 藤松　則子

第4分野　代表 有賀　酉夫

窪田　英治

清水　邦雄

渡辺　道子

篠岡　恒悦

桜井　道子

田中　博子

武田　美恵子

大原　あさみ

矢吹　ヒデ子

中曽根 美子

西澤　満智子

片桐　眞次郎

青木　礼子

小泉　美智子

宮下　知穂子

紀野　活美

長谷川博智

古平三枝子

内海 真由美

前川　恵子

塚田　恵子

　事　務　局

　監　　事

役　職　名

塾　　　長

副　塾　長

幹事会
代表

塾長推薦

講師会
代表

運営委員

運営委員

講師会

運
　
営
　
委
　
員
　
会

代　議　員

第１分野

第２分野

第３分野

第４分野

幹　事　会

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

4 月 12 日 第 10 回記念開塾式 

 ・10 年継続講師表彰 

 ・10 年継続塾生表彰 

 ・講演会 

 ・祝賀会 

5 月 11 日 総会（代議員会） 

・25 年度事業報告 
・25 年度決算報告・監査報告承認 
・26 年度事業計画、予算案承認 
・26 年度役員承認 

5 月 18 日 講師研修会 

・総会の報告 
・分野別講師会 

6 月 15 日 幹事会 

・分野別幹事会 
・幹事の活動の実際 
・講座実施上の問題点 
・自由塾への提言  

 

 

 

夏季講座開催     

7 月 25 日～8 月 11 日まで自由塾講師による夏季

講座が公民館などの公共施設にて開催されます。

・料理講座・製作講座・講演講座・実験講座・生

け花講座・音楽講座・英語通訳講座など、子供さ

んお孫さんと一緒にご参加ください。講師の前向

きな企画により、３５講座が展開されます。 

 
 
 

報告 

平成２６年 上田自由塾役員名簿

生涯楽習 上田自由塾だより 【第１１号】 

平成２６年 7 月１日 

編集/発行 生涯楽習 上田自由塾 広報委員会
〒３８６－００１７ 上田市踏入２丁目１番１５号

池野第２ビル２Ｆ

TEL ０２６８-２２-６８４０ FAX ０２６８-７１-０３８４

Ｅメール uedajiyujuku＠ivory.plala.or.jp



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


